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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,24 44,31 +0,07 43,55 +0,76

USD / BRL Spot BRL 2,3113 2,3029 -0,0084 2,3500 -0,0471

USD / JPY Spot JPY 102,26 102,04 -0,22 102,38 -0,34

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 48.180 47.966 -214 46.599 +1.367

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 174,2 169,7 -4,5 176,0 -6,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,69 12,58 -0,11 12,39 +0,19

DI Future Apr15（金利先物） % 11,40 11,40 +0,00 11,20 +0,20

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,233 -0,001 0,233 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 300,8 301,2 +0,4 301,6 -0,4

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年3月27日

Indicator Unit 3月25日

昨日のドルレアルスポット相場は上下動ありましたが、前日からの流れを引き継いでレアル続伸となる展開
でした。朝方は格下げにもかかわらずレアル高となった前日の流れを引き継ぎ、直近レアル高値を更新して
一時２．２９台前半での取引となりました。しかし、毎日実施している介入プログラムにおいて中銀が一部
金額しか落札しなかったため、介入方針変更の思惑が台頭して２．３１台後半へレアル急落となりました。
その後、落札とならなかった残りの金額について中銀が再度入札を行って結局全額落札したため２．３０
近辺へ戻すなど値動きの荒い展開となりました。午後になって相場は２．３０台後半でもみ合いとなった後、
政府高官から介入方針の変更がない旨の発言が伝わったため、結局２．３０台前半で引けています。

中銀は今朝発表したインフレレポートにおいて今年のインフレ見通しを５．６％から６．１％へ来年は５．４％
から５．５％へ引き上げました。トンビニ総裁はインフレ目標中心である４．５％へ収れんさせる措置を取って
きたとしていますが、見通し自体は引き上げているにもかかわらず利上げ幅を縮小させており本気で中心値
への収れんを目指しているのか疑問が湧いてきます。結局は選挙を前にして利上げ停止の圧力に屈して
いると看做されても仕方のない状況です。更なる格下げが当面ないという観点ではレアル安要因がひとつ
減ったと思われますが、単に高金利を取りにいく動きがブラジル自体を買う動きに変わるにはまだ時間が
必要と思われます。
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